
取組事例 産業を活性化し、働く人をつくる
（八雲町）

八雲町では､産業構造は､農業及び水産業が基盤であることから持続的な産業振興を図るため､産業活
性化と併せて労働力確保の取組を進めている。
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産業を活性化する
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〇主な取組
・輸入が大半を占めるトラウト
サーモンを八雲町で生産し『北海
道二海サーモン』の名称でブラン
ドの確立に向けて挑戦。

働く人をつくる
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新規就農者数の状況

取組事例
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サーモン養殖
試験生産量

2.5t 4.2t 40.0t 10.4％

新規就農者数 10組 ３組 10組 30.0％

〇主な取組
・「新規就農者支援事業」とし

て、
最大500万円を限度に資金の貸し
付けを実施（10年間営農を継続し
た場合には償還金を免除する規定
あり）。

〇主な成果
・令和５年５月までに累計39.2ｔ
を生産・出荷した。

〇主な成果
・令和３年度時点で累計15組を実
績値として計上した。

新規就農者数については、増加している傾向にある。

取組の推進体制
種苗生産については町が主体となり、海面養殖についてはひやま
漁協熊石支所サーモン養殖部会が主体となり、町がバックアップ
して事業を推進している。また、ブランドのPRや付加価値向上の
取組については、漁協・水産加工業者・町で構成する「北海道二
海サーモン付加価値向上協議会」により推進している。

新規就農支援


